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PRESS RELEASE    

                                令和5年7月26日 

令和５年度山形大学入学者選抜一般選抜（前期日程） 
における入試ミスについて 

 
【本件のポイント】  

● 令和５年度山形大学入学者選抜一般選抜（前期日程）において入試ミスが判明し、採点及び合否判定をやり
直した結果、新たに５名の方が合格となりました。 

 
【概要】 

令和５年２月２５日（土）に実施した入学者選抜試験一般選抜（前期日程）の理科（物理）及び理科（化
学）の解答例について、令和５年７月５日に問題集等の出版社から照会があり、確認した結果、解答例に誤り
があることが判明しました。 
採点をやり直したところ、450件の得点変更があり、合否判定をやり直した結果、医学部医学科において２

名、工学部昼間コース機械システム工学科において２名の計４名が新たに合格者となりました。なお、他の学
部では新たな合格者はいませんでした。 
また、正しい解答例に基づいた採点のやり直しを行っている中で、工学部の理科（化学）の採点について解

答例の誤りに付随しない採点ミス等が見つかったことから、工学部の全科目（理科（物理）、理科（化学）、
理科（生物）、数学の４科目）について採点をやり直したところ、70件の採点ミスが判明し、改めて合否判定
を行った結果、更に工学部昼間コース機械システム工学科において１名が新たに合格者となりました。 
この結果、新たな合格者は、医学部医学科２名、工学部昼間コース機械システム工学科３名の計５名となり

ます。 
新たな合格者となった５名の方へは、電話でお詫びと合格である旨の連絡を行うとともに、郵便にて合格通

知書等の送付を開始しています。 
受験生の方々はもとより、保護者の皆様及び高等学校等関係者の皆様に多大な御迷惑と御心配をおかけする

事態となりましたことに対しまして、深くお詫び申し上げます。 
 
【入試ミスが判明した試験の概要】 

 (１) 試験実施日及び合格発表日 
試験実施日 
令和５年２月２５日（土） 

合格発表日 
令和５年３月７日（火） 

 
 (２) 入試方法の区分、試験科目 
   一般選抜（前期日程）、理科（物理）・理科（化学）・理科（生物）・数学 
 

(３) 入試ミスが生じた学部・学科、試験科目 
   理学部 理学科 ・・・理科（物理）、理科（化学） 
   医学部 医学科 ・・・理科（物理）、理科（化学） 
   工学部 昼間コース 高分子・有機材料工学科、情報・エレクトロニクス学科、機械システム工学科 

・・・理科（物理）、理科（化学）、数学 
   工学部 昼間コース 化学・バイオ工学科・・・理科（物理）、理科（化学）、理科（生物） 
   工学部 フレックスコース システム創成工学科・・・理科（物理）、理科（化学）、数学 
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   農学部 食料生命環境学科 ・・・理科（化学） 
 

※工学部が課す「理科（物理）」の問題は、解答例の誤りが判明した「理科（物理）」とは異なります。 
 
  (４) 当該試験科目の受験者数 

理科（物理） 278人（理学部61人、医学部217人） 
理科（化学） 631人（理学部64人、医学部329人、工学部188人、農学部50人） 
理科（物理） 344人（工学部344人）※工学部独自の問題 
理科（生物）  8人（工学部8人） 
数学     473人（工学部473人）※工学部独自の問題 

 
（５）今後の対応について 

合否判定のやり直しの結果新たに合格者となった５名の方に事情説明と謝罪を行うとともに、本学への入学
希望がある方には、最大限ご要望に沿った形で入学していただけるよう準備を進めます。 
また、当該科目を受験された受験生には謝罪文を郵送するとともに、成績開示請求の期間及び方法を案内しま

す。 
 
（６）ミス等が発生した原因及び再発防止策について 

①ミス等が発生した原因 
  ・解答例の誤りについて 

試験問題と解答例は、査読・校正の作業においては複数名の査読校正者が問題の解答も行い解答例の確認
を複数回行っている他、確認を委嘱された特別委員による点検も行っています。 

    このように複数段階のチェックを実施していますが、機能せず、ミスを発見できませんでした。 
   ・工学部における採点ミス等について 
    採点及び点数集計を異なる教員により複数回行い、その後再度、別の教員が点数集計を行うことで、採点ミ

ス集計ミスの防止を図っておりますが、チェック漏れや見落としにより、発生してしまいました。 
 

②再発防止策 
  ・解答例の誤り及び工学部における採点ミス等について 

これまで作題・査読・校正等の作業ごとに、他大学等で発生している入試ミス等の例を示しながら注意喚起
を行っています。 
今回採点ミス等が発生したことについて調査・検証・改善のための委員会を設置し、再発防止策を検討しま

す。 
なお、調査の内容等については、学内外に公表する予定です。 

 
  （７）総合対策本部の設置について 
    本件については、本学として重大な事案として、学長はじめ担当理事、当該学部長等で構成する総合対策本部 

を７月１３日に設置して、追加合格となりました受験生への最大限の支援、原因の究明、再発防止に向けた取り 
組みを行います。 

 

本件に関するお問い合わせ 
山形大学エンロールメント・マネジメント部入試課  

TEL  023-628-4140（担当：片桐） 


